
特定研究集会 ( 課題番号 ：28C-01)

集会名：Joint Workshop on 2016 International Debris-Flow Workshop and 6th International Workshop of Multimodal Sediment Disasters

研究代表者：藤田正治

開催日：平成28年11月29日～12月2日

開催場所：黄檗プラザ

参加者数：105名 (所外82名，所内23名)

・大学院生の参加状況： 12名（修士9名，博士3名）（内数）

・大学院生の参加形態 [発表，運営補助]

研究及び教育への波及効果について

海外の研究者と土砂災害に関連した自然現象や土砂災害現象のためのハード・ソフト対策などに関する情報交換が行われ，

研究推進のための新たな知見が得られた．また，大学院生は，発表・質疑応答及びコーヒーブレイクなどの時間帯でのデ

ィスカッション，運営補助を通じて，自身の研究の国際的な位置づけを把握できるとともの，海外の研究者と情報交換す

る重要性を認識できた．

研究集会報告

(1)目的

「土石流災害」と「複合土砂災害」に関する国際的なネットワークであるANDFとMSDによる合同ワークショップを

実施することにより，土砂災害防止のための新たな知見を得るとともに，研究者の国際的なネットワークのさらに強化す

る．

(2)成果のまとめ

土砂災害に関連した自然現象の解明，土砂災害現象のためのハード・ソフト対策などに関する研究発表，講演，フィー

ルドトリップなどが行われ，海外の研究者と情報交換ができるとともに，研究推進のための新たな知見が得られた．

(3)プログラム

November 29 Opening ceremony of Joint Workshop，ANDF Workshop

November 30 ANDF & MSD Workshop，Special session on sediment management after large scale sediment disasters

December 1 MSD workshop，Special lecture & Closing ceremony of Joint Workshop，Banquet

December 2 Field trip

(4)研究成果の公表

ワークショップで発表された研究成果の概要集を作成した．
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